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　日本人は、“おみやげ”が大好きだ。旅にでかけ

ると、誰かにおみやげを買って帰ろうという気持ち

になり、逆におみやげをもらったときは、明るくて

うれしい気持ちになる。

　美味しい菓子が、全国には数えきれないほどある

（地図参照）。持ち帰りたくなるような銘菓がどこに

行ってもあり、同じ温泉饅頭であっても、こしあん

やつぶあん、甘さ、口触りや形などが異なり、それ

ぞれに地域の個性が感じられる。

　大切に持ち帰ったおみやげを相手に渡し、包装紙

をとり箱のふたを開けると、整然と並んだ菓子が現

れる。そこからいくつかを取り分け、周りの人々に

配られる。色とりどりの包みも地域の個性を伝えて

いる。「旅はどうでした？」「おいしいお菓子ね」

「どんなところだった？」と自然と会話がはずむ。

　インターネットと宅配便の著しい発達により、ど

こからでもすぐにお取り寄せができる便利な時代と

なっても、「おみやげ」という言葉の響きには、想

い出を意味する「スーベニア（Souvenir）」や、贈

り物を意味する「ギフト（Gift）」とはどこか違う、

ほのぼのとした雰囲気が漂っている。

　そもそも「みやげ」は、古く「宮け」と記され、

神様の食事である神
しん

饌
せん

を入れる容器を意味してい

た。神事の後は、神前に供えられた生鮮品や菓子な

どの神饌を神様とともにいただく直
なおらえ

会が行われ、こ

れが宴会の起源とされている。その場にいなかった

人々のために神饌を持ち帰ったのが「みやげ」と

なったという説が有力だ。

　日本でおみやげの存在が大きくなったのは、江戸

時代のお伊勢参りがきっかけとされている。当時は

誰もが気楽に旅に出かけられる時代ではなかった。

いわゆるお餞別を渡して、交代でお伊勢参りをした

御礼として、その地域にしかない品を持ち帰った。

街道筋の休処で食べた力餅の美味しさが評判とな

り、旅人の間で人気となった。おみやげには、旅の

経験から得られた楽しさや新鮮さといった気持ちの

“お福分け”により、多くの人々を幸せにする力が

秘められている。

　漢字の「土産」は当て字で、元々はその土地の産

物を意味し、「とさん」や「どさん」と呼ばれてい

た。北海道土産、九州土産のように、「土産」の前

には地域名がつき、菓子や民芸品ばかりか、拾った

葉っぱや石ころも、「どこどこの石」と地域名がつ

くと立派な「土産」になる。

　駅、飛行場、土産店、老舗菓子店や地元デパート

……購入場所は、時と場合によって様々だ。忙しい

旅では、帰路につく直前に、駅や飛行場に併設され

た売店に立ち寄る。そこで買う北海道のマルセイバ

ターサンドや福岡のひよこなどの定番ものは、多く

の人々に愛され続けている。

　小さな町村の産物は空港や駅に置いておらず、町

村のまちかどの商店まで直接たずねなければ手に入

らない。そのようなめずらしいものを渡されると、

見知らぬ地域への憧れや興味は増して、会話は土産

品から地域の文化へと及ぶ。

　おみやげは、地域性とともに物語性を兼ね備え、

人々を何気なく結びつける役割がある。

　土産をとおして、人の心が届けられるのかもしれ

ない。
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銘菓

三方六（帯広）
新鶴塩羊羹（下諏訪）気になるリンゴ（弘前） 白い恋人（札幌）
真味糖（松本） トラピストクッキー（函館）

祇園ちご餅（京都） さなづら（秋田） マルセイバターサンド（帯広）
京観世（京都） 蕗砂糖漬（秋田）
清浄歓喜団（京都）
粽（京都） からからせんべい（鶴岡）

長生殿（金沢） 富貴豆（山形）
　打吹公園だんご（倉吉） 円八あんころ（松任）
　二十世紀(鳥取） 丸柚餅子（輪島） 安利の実（新潟）

笹飴（上越）
大手まんじゅう（岡山） けんけら（大野） 舞すがた（新潟）
むらすずめ（倉敷） 羽二重餅（福井）

　　八雲小倉（松江） 薄氷（小矢部）
　　源氏巻（津和野） 月世界（富山）

郭公だんご（一関）
　　三角餅（柳井） 南部煎餅（盛岡）
　　舌鼓（山口）

志ほがま（塩竈）
もみじ饅頭（広島） 萩の月（仙台）
百つ橋（広島）

家伝ゆべし（郡山）
さが錦（唐津） じゃんがら（いわき）
丸芳露（佐賀）

字降松（足利）
梅ヶ枝餅（大宰府） 日光羊羹（日光）
二○加煎餅（福岡）
ひよこ（福岡） のし梅（水戸）

吉原殿中（水戸）
一○香（長崎）
カステラ（長崎） 旅がらす（前橋）

焼きまんじゅう（前橋）

朝鮮飴（熊本） 鯛せんべい（鴨川）
誉の陣太鼓（白山） ぴーなっつ最中（成田）

松魚つぶ（高知）
ざびえる（大分） ケンピ（高知）

をちこち（名古屋）
上り羊羹（名古屋） 五家宝（熊谷）

雪月花（大分） おちょぼ（名古屋） 初雁焼（川越）
   かまど（坂出） 五万石（岡崎）

両棒（鹿児島）    木守（高松） 栗おこし（大阪） 空也最中（中央区）
春駒（鹿児島） りくろーおじさん 赤福（伊勢） 言問団子（墨田区）

タルト（松山） のチーズケーキ かた焼き（上野） 長命寺桜餅（墨田区）
おきよせんべい（日南） 山田屋まんじゅう（松山） （大阪） へんば餅（小俣） 人形焼（中央区、台東区）

日向かぼちゃ(宮崎） 花園万頭（新宿区）
　小男鹿（徳島） 瓦煎餅（神戸） 姥ヶ餅（草津）
　竹輪まんじゅう（那賀川） 高砂きんつば 標野（大津） 甘露梅（小田原）

（神戸） ふくみ天平 鳩サブレー（鎌倉）
（近江八幡）

桔梗信玄餅（一宮）
青丹よし（奈良） 月の雫（甲府）
ぶと饅頭（奈良）

ちんすこう（那覇） 安倍川餅（静岡）
三万五千石（田辺） うなぎパイ（浜松）
本ノ字饅頭（和歌山）

柿羊羹（大垣）
雪だる満（岐阜）


